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The 2020 Tokyo Olympic and Paralympic Games have been dubbed the “Revival Olympics,” 
referring to the process of recovering from the Great East Japan Earthquake and to the interna-
tional appeal of the power of sports.
In this study, I examine the current state of the “Revival Olympics” using the bidding speech-
es for the 2020 Tokyo Olympics and Paralympics and policy plans that involve the Tokyo Orga-
nizing Committee of the Olympic Games, a public interest incorporated foundation.
From a qualitative analysis on words that frequently appeared in the full text of presentations 
by the Tokyo 2020 Olympic Bid Committee, it was not possible to verify exact phrases like “the 
Great East Japan Earthquake” and “revival” in context. Moreover, specific content, themes, and 
phrases related to “revival” were not observed in document analyses of the agendas and min-
utes of the media committee （the Tokyo Organizing Committee of the Olympic Games） that ex-
amined the proposals for the Olympics and “revival.” For these reasons, the bid for the Olym-
pics created a worldview or image of a “Revival Olympics” through the way it was presented. 
However, in the subsequent policy that was prepared （the present plan）, the 2020 Tokyo 
Olympics does not seem connected with “revival.”
The results of this research clarify that the 2020 Tokyo Olympics and Paralympics and “reviv-
al” are in conflict at present. However, if we return to the origin of the Olympics and regard 
Olympism as a philosophy, I believe that an Olympic and Paralympic Games that incorporates the 
current state of the rebuilding process after the Great East Japan Earthquake and evolves based 
on a connection with the disaster site will be a true “Revival Olympics” and create a new legacy.
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1．研究の背景と目的













































（Japanese Olympic Committee／以下，JOC と記











この 3 都市は 2013 年 1 月 7 日までに「Candida-
ture File（立候補ファイル）」を提出し，2013 年
3 月 4 日〜3 月 27 日の約 1 か月間にわたって IOC
評価委員会による各都市訪問，各種国際会議にお
けるプレゼンテーションが行われた．そして，
2013 年 9 月 7 日（日本時間 9 月 8 日），ブエノス
アイレス（アルゼンチン）にて開催された第 125
回 IOC 総会にて各立候補都市がプレゼンテー
ションを行い，IOC 委員の投票によって 2020 年
オリンピック・パラリンピック競技大会の開催都
市が「東京」に決定した．
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3.2　 立候補都市・東京による招致活動（プレゼ
ンテーション）における定性分析






















検出された（全 611 単語／頻出カウント 1,155）
ものの中から上位 50 単語を選出している．また，
図 1 は立候補都市・東京によるプレゼンテーショ















2011 年 8 月 東京都と公益財団法人日本オリンピック委員会（JOC）は，2020 年オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会の招致へ向け国際オリンピック委員会（IOC）
へ立候補を申請．
2011 年 9 月 15 日 東京 2020 オリンピック・パラリンピック招致委員会の第 1 回理事会が開催．
招致委員会は具体的な招致活動の戦略策定に着手．
2012 年 2 月 東京を含む，バクー（アゼルバイジャン），ドーハ（カタール），イスタンブー
ル（トルコ），マドリード（スペイン）の 5 都市が，IOC へ計画を記した
「Application File（申請ファイル）」を提出．
2012 年 5 月 23 日（日本時間 5 月 24 日） IOC 理事会は「Application File（申請ファイル）」を基に東京・イスタンブー
ル・マドリード（一定の開催能力・要件を満たした）を「立候補都市」とし
て選出．
2013 年 1 月 7 日（締切り） 「立候補都市」は「Candidature File（立候補ファイル）」を提出．
2013 年 3 月 4 日〜3 月 7 日 「Candidature File（立候補ファイル）」に基づいて，IOC 評価委員会による
各都市訪問，各種国際会議におけるプレゼンテーションを実施．
東京：2013 年 3 月 4 日〜3 月 7 日
マドリード：2013 年 3 月 18 日〜3 月 21 日
イスタンブール：2013 年 3 月 24 日〜3 月 27 日




































表 2　立候補都市・東京によるプレゼンテーションにみる頻出語数（上位 50 位）
順位 語 長さ カウント
重み付けパーセン
テージ （％）
順位 語 長さ カウント
重み付けパーセン
テージ（％）
1 東京 2 44 3.14 26 投票 2 6 0.43
2 スポーツ 4 33 2.36 27 競技 2 6 0.43
3 オリンピック 6 23 1.64 28 素晴らしい 5 6 0.43
4 大会 2 22 1.57 29 計画 2 6 0.43
5 日本 2 15 1.07 30 くださる 4 5 0.36
6 都市 2 15 1.07 31 ビジョン 4 5 0.36
7 世界 2 14 1.00 32 ムーブメント 6 5 0.36
8 2020 4 13 0.93 33 委員 2 5 0.36
9 いたす 3 10 0.71 34 我々 2 5 0.36
10 価値 2 10 0.71 35 招致 2 5 0.36
11 皆さま 3 10 0.71 36 文化 2 5 0.36
12 アスリート 5 9 0.64 37 新しい 3 5 0.36
13 人々 2 9 0.64 38 超える 3 5 0.36
14 持つ 2 8 0.57 39 選ぶ 2 5 0.36
15 提供 2 8 0.57 40 重要 2 5 0.36
16 もたらす 4 7 0.50 41 くれる 3 4 0.29
17 全て 2 7 0.50 42 どの 2 4 0.29
18 確実 2 7 0.50 43 ひとつ 3 4 0.29
19 若者 2 7 0.50 44 三つ 2 4 0.29
20 開催 2 7 0.50 45 与える 3 4 0.29
21 IOC 3 6 0.43 46 会場 2 4 0.29
22 くる 2 6 0.43 47 働く 2 4 0.29
23 世界中 3 6 0.43 48 導く 2 4 0.29
24 中心 2 6 0.43 49 成功 2 4 0.29
25 以上 2 6 0.43 50 教える 3 4 0.29
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4 である．図 3 は広がりのある取り組みを進めるた
めの 5 本の柱を，図 4 はアクション＆レガシーの
ための連携体制を示し，次の 2 点を強調している．





















































































































































人的被害 死者 19,475 名
行方不明者 2,587 人
負傷者 6,221 人


















































災害公営住宅完成戸数 2.0％ 15.0％ 49.0％（2 万 9997 戸の計画に対し 1 万 4466 戸完成）
自力再建者向け宅地完成数 6.0％ 11.0％ 32.0％（2 万 338 戸の計画に対し 6534 戸分完成）










































現在），入居戸数は 983 世帯（2017.3 月末に 622
世帯，2018.3 月末に 218 世帯に減少すると見込ま
れている）である．2016 年 3 月 30 日，同町は東
日本大震災のプレハブ仮設住宅の集約化方針を公




































































協力校や地域（岩手県 2 校，宮城県 13 校，福島





























































































































（2016 年 12 月 27 日閲覧）
3） 日本経済新聞 2013 年 9.8 付け　東京オリン
ピック開催決定　56 年ぶり　アジア初の 2 度
目，http://www.nikkei.com/article/DGXNA 
SDG07047_Y3A900C1000000/．





4） NO OLYMPICS GAMES 反五輪の会．山本．
https://hangorin.tumblr.com/katsudou





 （2016 年 12 月 26 日閲覧）











OS文化研究02.indb   69 2017/05/26   11:02
NO.NEWS-13-4（ 平 成 25 年 1 月 8 日 公 開 ）
http://www.metro.tokyo.jp/INET/OSHIRA 
SE/2013/01/20n18200.htm．（2016 年 12 月 27
日閲覧）










NO.NEWS-13-4（ 平 成 25 年 1 月 8 日 公 開 ）
http://www.metro.tokyo.jp/INET/OSHIRA 
SE/2013/01/20n18200.htm．（2016 年 12 月 27
日閲覧）















01.html．（2016 年 12 月 27 日閲覧）














11） Nick Varley（ニック・バーリー著）．佐久間 





































 （2017 年 1 月 5 日閲覧）
21） 消防庁災害対策本部．2016 年 10 月 20 日．平
成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震（東
日本大震災）について．第 154 報．









24） 本谷亮．2013 年 6 月．東日本大震災災害者・
避難者の健康増進．行動医学研究．Vol.19．
No.2，pp.68-74（69）．
25） 本谷亮．2013 年 6 月．東日本大震災災害者・
避難者の健康増進．行動医学研究．Vol.19．
No.2，pp.68-74（69）．






 復興庁が公開しているデータ（2016 年 1 月末
時点）を元に筆者が作表した．
28） 河北新報オンライン．［仮設住宅］被災 3 県孤
独 死 188 名．2016.3.10．http://www.kahoku.
co.jp/tohokunews/201603/20160301_73023.
html．
 （2017 年 1 月 5 日閲覧）
29） 筆者が取り組んだ「郷土芸能における地域の
編み直し―石巻地方を事例として―」（科学研
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34） 河北新報オンライン . 2016.3.31．［仮設集約］
女川町 18 年 4 月以降，町民野球場に．
 http://www.kahoku.co.jp/tohokunews/2016 
03/20160331_11033.html．





地時間 2016 年 8 月 21 日午後 8 時から（日本
では，日本時間 2016 年 8 月 22 日午前 7 時 30
分から 8 時 15 分まで教育 NHK・E テレにて，

















flaghandover/．（2017 年 1 月 3 日閲覧）




41） 野地秩嘉．2011 年 2 月 12 日．TOKYO オリ
ンピック物語．株式会社小学館．p.3．





42） 間野義之．2013 年 12 月．オリンピック・レ
ガシー 2020 東京をこう変える．ポプラ社．
p.140．
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44） 毎日新聞．2016.10.12．東京オリンピック　ボー
ト会場移転へ　9 課題を指摘　組委会．
 http ://mainichi . jp/sportsspecia l/art i -
cles/20161013/k00/00m/050/073000c．
 （2017 年 1 月 3 日閲覧）
45） Gratton,C.&Preuss,H.（2008）Maximizing 
Olympic impacts by building up legacies. 
The International Journal of the History of 
Sport 25（14）. 1922-1938．
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（受理日：2017 年 2 月 24 日）
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